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開会 午前 １０時００分 

 

○教育総務課長（米木 伸一） 

 定刻になりましたので、ただいまより令和４年度第１回白山市総合教育会議

を開催いたします。本日は尾張委員が欠席という連絡が入っております。 

 

──────────────────────────────────── 

◎市長挨拶 

○教育総務課長（米木 伸一） 

本日の会議につきましては、非公開とする内容はないと考えられますので、

原則どおり本日の会議を公開したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

○構成員 

異議なし 

 

○教育総務課長（米木 伸一） 

それでは公開といたします。 

開会にあたりまして、山田市長からご挨拶をお願いしたいと存じます。 

よろしくお願いいたします。 

 

○市長(山田 憲昭）  

本日は、令和４年度第１回白山市総合教育会議の開催にあたり、委員の皆様

方にはお忙しい中ご出席をいただき、誠にありがとうございます。また、皆様

方には、平素から白山市の教育の充実、発展のために、ご尽力を賜っておりま

すことを心から感謝申し上げます。 

はじめに、８月４日の豪雨災害についてであります。白山ろく、鶴来地域の家屋等で、

土砂の流入や床上浸水、床下浸水、断水が発生するなどその被害は甚大なものであり 

ました。今回は、幸いにも夏休み期間でありましたので、児童、生徒に直接の影響は 

ありませんでしたが、近年の気象状況を鑑みれば、今後また、いつ何時、どんな災害が
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起こるか解らないことから、児童、生徒の安全・安心を最優先に対策を講じてまいり 

たいと思っております。 

また、新型コロナウイルス感染症につきましても、感染が急拡大しております。新 

学期が始まったところではありますが、引き続き、熱中症等にも十分に留意しながら、

感染防止対策の徹底をお願いしたいと思っております。 

さて、本日の会議のテーマの一つ目は、「今後の中学校の部活動について」であります。

文科省より、令和５年度から、中学校の土日祝日の部活動を、学校から地域に移行する

提案が示されております。部活動の在り方についての改革が急がれていることから、 

生徒及び指導者にとって、望ましい体制がどうあるべきか意見交換をいただきたいと 

思います。また、二つ目の「公民館のコミュニティセンターへの移行に伴う社会教育の

在り方について」に関しては、本市において、より幅広い地域活動の拠点づくりを目指

し、公民館からコミュニティセンターへの移行に向けて調整を進めているところであり、 

委員の皆様の忌憚のないご意見をいただきたいと思います。それでは、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

○教育総務課長（米木 伸一） 

ありがとうございました。 

これより協議事項に移りたいと思います。議事の進行につきましては、主宰

者であります市長にお願いしたいと思います。それでは、市長よろしくお願い

いたします。 

 

──────────────────────────────────── 

◎協議事項 

○市長(山田 憲昭）  

それでは、協議事項に入ります。本日の議題は二つあります。 

一つ目は、今後の中学校の部活動について、二つ目は、「公民館のコミュニティ 

センターへの移行に伴う社会教育の在り方についてであります。 

まず、協議事項（１）今後の中学校の部活動について事務局より説明をお願いいた

します。 

 



－5－ 

○学校指導課長（東海林 幸男） 

  （資料にて説明） 

 

───────────────────────────────────── 

     ◎意見交換 

○市長(山田 憲昭） 

ただ今、事務局からの説明が終わりました。 

このことについて、教育委員さんからご意見を伺いながら進めていきたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。安川委員さんから、お願いします。 

 

○教育委員（安川 薫） 

中学校の部活動の目的というふうにとらえた時に、位置付けがどうかという

ことを考えました。学校生活の一部としてあげられるものとしては、心身を 

リフレッシュする。気分転換をする。それから、同じ部活動に所属する仲間と

一緒になって活動する。そんな中で、喜びとか悔しい気持ちを共有する。それ

が生きがいに繋がって、学校生活をはじめ、各自の生活を豊かで充実したもの

にするということがあるというふうに考えました。最近の様子を見てみますと、

指導する側、今でしたら学校や先生と生徒の指導される側との関わりはもちろ

んあるのですが、そこに保護者の関わり方というのが少し薄いのかなと感じて

います。働き方改革という言葉がよく聞かれるようになったのですが、同様に、

これはもしかしたら主に金銭的なという意味合いが強いのかもしれませんが、

保護者負担という言葉もよく聞かれていて、正直それには少し違和感を覚えて

おります。部活動の内容にもよりますが、少し私個人の話をさせてください。

２人の子供が吹奏楽部に所属をしていました。長子と次子の時の大きな違いと

いうのがありまして、長子が中学生のころにはなかった部活動の保護者会と 

いうものが、次子のころには存在していて、吹奏楽部ですので、コンクールや

発表会というのはもともとあるのですが、その保護者会ができたことがきっか

けかどうかわかりませんが、学校独自で演奏会という新たな活動が増えました。

先生方の異動によって、顧問の先生が変わるということが前提にあるので、 

こういった活動が、場合によっては保護者会なしでは継続が難しいのではない
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かなということを感じました。そして、ちょうど今年それが当たる年だったの

ですけれども、保護者会として、コロナ禍ということもあって、打ち合わせを

する機会がほとんどなく、演奏会の前日、当日以外の運営というのは、なる 

べく少数で行うことになりました。準備の内容も多岐にわたっていて、これは

さすがに学校だけにおまかせすることができるものではないなと強く感じ  

ました。先生方とのメールや、直接打ち合わせを重ねている中で、本当に内心

は先生方にかかる時間とかプレッシャーとか、あまり使いたくない言葉で、 

いわゆる負担という部分を気にしながらも、保護者としては裏方として、そう

いう活動に参加させていただきました。たくさんさせてしまっていつもすみま

せんというよりも、たくさんしていただいて、いつもありがとうございますと

いうふうに伝える方が、お互いにプラスで、笑顔も増えて、それがモチベーシ

ョンにもなったかなと、きっと私だけではなく、先生方も思ってくださって 

いたのではないかと思います。そういう力添えがあったことで、おかげさまで

大変すばらしい演奏会に立ち会うことができました。何よりも子どもたちの 

充実感に満ち溢れた表情がそれを物語っていたと思います。部活動のみならず、

子どもに関連することに対して、保護者負担という言葉だけで片付けていいの

かなということを再確認する機会になりました。部活動の地域移行が段階的に 

行われるということであれば、学校や地域、各種民間団体だけではなくて、 

そこに家庭も適所には介入をして、一緒になって汗をかいて、血の通った環境

づくり、協働していくことも、子どもたちが安心して部活動に参加することが 

できて、それが心身の健全な育成に繋がっていくのではないかと思います。 

部活動の地域移行を実現するための課題は、本当に様々あると思いますが、 

忘れてはいけないのは、あくまでも生徒たちが真ん中にいるということだと 

思います。子どもたちが中学生として過ごす、たった３年間はその時しかない

ので、やってみたけど続きませんでしたというのはあってはならないことです。

課題の一つ一つを、学校の実情に合わせてどこまで柔軟に対応していけるのか、 

そしてそれが持続可能なものであるかということを踏まえて、慎重に進めて 

いただきたいということを願います。私の意見は以上でございます。 
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○市長(山田 憲昭） 

ありがとうございました。小寺委員さんよろしくお願いします。 

 

○教育委員（小寺 正彦）  

私の方からですけれども、文部科学省の発表が２０２３年度から３年間を 

めどに、運動部活動を民間移行するというようなことでございます。そこで、

令和７年度中に移行を完了することはとても難しいと個人的には思いました。

そして、白山市が頑張って先頭を切って進める必要があるかどうかということ

について、判断はまた後日すればいいなと思いました。ただ、外部人材や地域

のスポーツクラブの確保は、早く手をつける方がいいのではないかなと思った

次第です。そこで、６項目をまとめてみました。まず１番目ですけれども、 

民間への移行というのは、学校から部活動をなくし、完全に社会スポーツに 

してしまうことを目指すという意味だと考えられますが、学校の部活動を廃止

し、その生徒を地域のスポーツクラブにお任せするというのは、現実的ではな

いと思います。また、実際には学校の部活動は存続させ、外部指導者や民間の

力を取り入れることで、教員の負担軽減を図るというものになるのではないか

なと思います。地域のスポーツチームが出場する試合を、中体連が運営するの

かという問題もあります。中体連が運営する試合は、運動部の顧問の教員代表

による、ボランティアの働きにより行われています。教員が関わらずに民間が 

試合を運営することになると、大変な人件費が必要であるというようなことで

ございます。２番目に、国の費用負担を求めるというようなことでございます

が、国が部活動の民間移行を進める以上は、その費用は国が負担する必要が 

あると思います。このことは市町の教育委員会から、県や国に強く働きかけを

するべきであると思っております。３番目に、スポーツ指導のできる教員を 

外部指導者にというようなことでございますが、白山市の場合は、スポーツ 

指導のできる地域人材が豊富でない地域もあります。部活動に熱心な教員を、

土日にスポーツ指導者として雇い入れることができたらいいなと思いました。

任命権者である県教委が、教員の兼業・兼職の制度を考えるように、市から県

に強く働きかけるべきではないかと思った次第でございます。次に４番目で 

ございますが、平日の部活動指導を勤務時間内に終わらせること。まず、そも



－8－ 

そも勤務時間内だけの部活指導をしているなら、教員の負担については、さほ

ど問題ではないのではないかと思いました。部活指導中は、明日の授業の準備

はできないけれども、教科の授業は、チャイムがなれば確実に終了しています。

部活動の終了時間は曖昧です。中学校体育連盟が用意する多くの大会、試合で

ございますが、勝つことを至上目標として練習をさせる顧問や、頑張りたい 

生徒が部活動を長時間化しているのではないかなと思ったわけでございます。

そこで、学校に部活動を残しながら負担軽減を目指すなら、平日の部活終了 

時間を守らせて、それ以上の練習は土曜日または日曜日に、民間外部指導者の

もとでの練習とするのがよいのではないかなと思いました。次に５番目でござ

いますが、中学校の体育連盟のあり方について少し見直したいと思いました。

早くから民間に移行している競技に、水泳部があります。水泳部を設置して 

いる学校が減り、水泳をしたい生徒は町のスイミングスクールに通う。しかし、

試合は中体連の主催で行われており、スイミングスクールの選手ではなく、 

所属中学校の生徒として試合に出場することになるので、水泳部のない学校の

教員が水泳選手を引率したり、審判をしたりしなければならない。これが  

どこのところでも現状ではないかなと思ったわけでございます。他の部活動も、

民間移行した場合は中体連のあり方が変わらなければ、またこれと同じような

ことが拡大されることになるのではないか。それがいいか悪いかはまた判断は

別でございますが、それもまた検討の余地があるのではないかなと思います。

次に６番目でございます。これは先の話でございますが、県立高校の入試の 

あり方についても考えました。高校の入学者選抜で調査票に、部活動の活動 

状況を書かせる欄があったり、活動実績により加点をしたりする制度があり 

ますが、これは必要であるかどうか、私は必要ないと思いましたので、再考 

することが望ましいのではないかなと思っている次第でございます。以上、 

まとめた中で、学校で行う部活動が勝利至上主義から脱却すること。その  

ためには、平日の部活の終了時間を厳守させ、そしてもっと頑張りたい生徒の

ために、土曜日または日曜日の外部指導者による指導体制を作ることが大事だ

と思います。中学校、高等学校の部活動は、日本独自のスポーツや文化活動を

作り上げ、育ててきたもので、できる限りその良さは残したい。良さを残し 

ながら、行き過ぎた指導をなくし、生徒のスポーツをしたいという要望も叶え
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ながら、教員の負担軽減を実現できればいいと思っております。中学生になっ

たら、部活動はどうしよう、何部に入ろうかなと思いながら、入学してくる中

学生の夢は大事にしてあげたいと思います。学校での部活練習は過熱せず、 

頑張りたい生徒には、土曜または日曜の外部人材のもとでの練習で頑張って 

もらうのがいいのではないでしょうか。運動部活動の指導をする先生の中には、

部活指導にやりがいを感じ、非常に熱心に頑張っている方が多くいます。この

方々のやる気を無くさせないためにも、土日には教員としてではなく、民間の

スポーツ指導者として報酬をもらって、兼業でできるような制度を県の教育委

員会が考えてくれることが必要ではないかと思います。またそうなったら、市

の方からも、県教委に働きかけをお願いしたいなと思った次第です。以上で 

ございます。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは北田委員お願いします。 

 

○委員（北田 朋幸） 

土日のどちらか１日の指導を専門の方々にしてもらうということもあります

が、本当は全部変えた方が一番いいのではないでしょうか。ウィークデーを 

先生に習って、土曜日に専門の方が来られて、言うことが違うと生徒は迷い 

ますし、まだ段階的なことなのでしょうけれども、少し難しいかなというふう

に思います。どの学校も、学校訪問に行くと、知徳体ということで、ものすご

く部活を重視しておられる中で、体は本当に体育だけの授業でいいのかという

ことにもなります。やはり生徒指導の先生を見ていても、中学生になると、 

しっかりした部活の顧問の先生方が生徒指導をしてらっしゃる傾向が多くて、

そうなってくると、どうしたものだろうとずっと思っています。それから  

部活動の顧問として、競技経験や指導経験のない先生には、白山市でアンケー

トを取って、土曜日に出て部活をしたいという先生と、いや土日は休みたいと

いう先生がどれだけいて、どれだけの指導者が必要かということをまず調べて、

こういうことに関して対応すべきかなと思います。やはり、熱い先生もいらっ

しゃいますし、そういう先生の意欲をそぐことも駄目かなと思うので、そう 
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いうところから進めていって、市がそれに対応していく形。今、私たちがこう

していろいろなことを考えていっても、結局は各部活に応じて、それに対応し

ていかなければいけないし、部活の指導にもう応えることができない部活が出

てきてしまっては、子どものやりたいというスポーツ、させてあげたいスポー

ツができなくなってしまうということがあるので、そうではなく、子どもが 

したいスポーツをできるような状況を保ってあげたいと思います。以上です。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは竹内教育長職務代理お願いします。 

 

○教育長職務代理者（竹内 千恵子） 

学校指導課からの資料でも歴史的な転換期であるということで、私はこれを

きちんと生かすべきでないかなと思います。今のままでは、やはり先が見えて

いるというか、あまりにも教員、学校に負担がかかってしまって、果たして 

それが生徒にとっていいのかということを考えたら、やはりここで、これを 

機会に見直していけばいいのではないかなと思っています。ただ、３年間を 

改革集中期間というふうにしていますが、やはり地域によって、あるいは文化

部、運動部の状況によって、あるいは学校の置かれているところによって、 

いろいろ条件が違うと思うので、期間にこだわらずに、もう少し柔軟にきちん

としたものをしていただきたいなと思います。こういう過渡期になると、この

過渡期に該当する子どもたちに影響が及ぶということがとても大きいのでは 

ないかと思います。ゆとり教育があった時はゆとりの学年とか、そういうこと

がやはりあるので、あまり子どもたちに影響がないような、また学校現場に 

大きな負荷がかからないような、そういう少し長い目で改革をお願いしたいと

思います。これはもともと出てきたのは教員の働き方改革ということです。 

ですからこの問題が、１００％ではないけれども、いい方へ向かうのか、ある

いは少子高齢化、人口の減少で、学校として、チームとして出られないと、 

そういうような地域もこれから増えてくるのではないかと思います。それから、

私はやはり保護者や子どもたちも、部活に対しての考え方が多様化しているの

ではないかなと思います。ですから、今の議論だと何か今の学校にある部を 
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そのまま土日にうまくできないかなというようなことが、そのベースにある 

ように思うのですが、やはりこれは歴史的な転換期ということで、本当に子 

どもたちがこの部活を欲しているのか、必要なのか、あるいは新しいものが 

ないのか、eスポーツがないのか。白山市であれば、ジオパークを学習する学び

舎ですか、あれが部活みたいにして、土日で市としてできないのか。そういう

子どもたちや保護者のニーズというものを調べていただけるといいかなと思い

ます。それから、世の中も、今までは学校代表で出るので、頑張れ、優勝して

こいとか勝ってこいと、勝利至上主義というのでしょうか、それがあったと思

うのですが、小学校の柔道が全国大会をやめたというような話があるので、 

部活に対して、スポーツに対して、競争ばかりではないのだと、先ほどから 

出ている、心身ともに健康なものでないといけないという、そういうことから、

やはり見直しが必要なのではないかと思っています。基本的には変えなければ

ならないけれど、問題が多すぎて、スポーツ課から、スポーツ少年団に入って

いる数が減り、若い指導者を育成しなければならないという反省もある。これ

からは指導者の問題も出てくるだろうし、会場とか費用とかの問題も出てくる

だろうし、部によっては、自分の部でやりたいという生徒の思い、人数が多い

部は、学校として出たいという学校の思いもあるだろうし、あともう一つ心配

なのは、学校でやっていたときには、管理職の目があるので、体罰ということ

には学校の目が行き届いていたと思いますけれども、これが学校を離れた、 

土日になったときには、指導者の方にはその自覚をきちんと持っていただかな

いと、またこれは別の問題になるのではないかなと思います。ですから、いろ

いろ申し上げましたけれども、基本的には、今これを良い機会としてとらえて

変えていくべきだろうし、先ほどありましたように、いろんな団体の意見をき

ちんと聞いて、子どもたち、児童生徒にとって、いい改革になったらいいなと

いうのが私の思いです。以上です。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは教育長お願いします。 
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○教育長（田村 敏和） 

先ほど東海林課長からもお話がありましたが、本市では、今後の取り組みと

して、関係部署と移行に向けて協議会の準備会を今進めているところであり 

ます。課題はいろいろたくさん出てくると思いますけれど、私も今年、全国の

都市教育長会議がありまして、そこに参加した折にこの部活動の地域移行の話

も出ました。都市教育長会議の代表メンバーも、国の、この移行に伴う会議に

は参加をし、今いろいろな申し入れもしているところでございます。当然、県

の教育委員会連合会としても、そのような話し合いをしていかなければいけな

いというところで、先ほどお話がありました関係団体または関係機関への申し

入れ等をしなければいけないのだろうと思いますけれど、ただそのためには、 

いろいろな話をしながら、課題をしっかり明確にしないといけないなという 

ことを思っています。そのために石川県では、いくつかの市町で、文化部運動

部のモデルとして、今やっておりますので、その状況も確認をして今後に生か

したいなということを思っております。ただ、最終的には、子どもたちにとっ

て、やってみたい活動を選べる環境づくりというのを第１に考えなければいけ

ないということを思っております。今までの例を見ますと、子どもの数が減っ

てきて、学校で部活動の削減というのもありました。子どもたちはやりたいの

だけど、子どもの数も少ない、先生もいないということで部活を減らします 

ということもあり、子どもたちが落胆するということを、私も何度か見てき 

ました。そう思うと、子どもたちにとってやりたい、やってみたい、そういう 

ものにチャレンジできる環境づくりというのを考えていかないといけないの 

だろうと。そのためにどんな仕組みがいいのか、それをしっかりと協議して 

いけたらなということを思っています。最近は子どもたちの活動を見ています

と、いろいろな活動をしています。例えば、踊る方のバレエとか、またはアー

ティスティックスイミングに関しては、中学校で部活としてやっていませんが、 

オリンピックに参加した方もこの白山市にはいます。いろんなものにチャレン

ジできる環境づくりをしてあげないと、子どもにとって満足いったものになら

ないのかなということを思っています。今回の部活動の改革に関わっては、 

もう一度言いますが、子どもたちがいろいろやってみたいことにチャレンジ 

できる環境づくりというのをしっかりやっていかなければいけない。そのため



－13－ 

に、関係機関と協議をしっかりやっていかなければいけない。先ほど東海林 

課長、安川委員からもありましたが、ＰＴＡ、保護者の方のご意見をしっかり

聞き入れてやっていかなければいけないということを思いましたし、今後とも

また皆さんからいろんなご意見いただきながら、取り組んでいきたいと思って

おります。以上です。 

 

○市長(山田 憲昭） 

 ありがとうございました。歴史的転換というか、平日は学校の先生がやって、

土日はまたかわった人がやる。指導方針が変わったら、子どもたちはとまどう

のではないかなと素朴に思います。変わるのなら全部変えないと、一貫性が 

保たれるのか。指導者と子どもの関係というのは、そんなにうまくいくもの 

なのか。変えるのなら全部変えるぐらいの気持ちでいないと、子どもはきっと

とまどうでしょう。その辺が少し不安なのと、もう一つはアクセスについて、

この広い地域の中で子どもたちがそこへ移動する手段というのは、どうあるの

かなということ。都会では、塾の先生がもう学校へ入ってくるというような 

時代でもあって、もう塾の先生に、学校教育の一環の中に入ってもらって、 

まかせるということもある。そこまでは、今我々のところはないのだろうけれ

ども、積極的に移行しなくてもいいのではないかという声もあるけれども、 

非常に難しい。遅れた場合どうなるのか、急いだ場合どうなるのか。 

 

○委員（北田 朋幸） 

今までは多分、全員部活に入りなさいというような学校の方針があって、 

こうなってくると、部活に入らなくてもいいよということを中学生に言えるの

かどうか。 

 

○市長(山田 憲昭） 

極端なことを言うと、平日は学校でやるけれども、土日には行かないという 

こともできるかもしれません。 
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○委員（北田 朋幸） 

今リトルボーイズやシニアを見ていると、平日の月、木だったかは練習で、

あと土日の練習は絶対ですというお話を聞いています。 

 

○市長(山田 憲昭） 

だから平日、学校でということがなくなりますね。ものすごく曖昧だなと

いう感じがする。指導者によって変わる部分もある。 

 

○教育長（田村 敏和） 

  指導者がいないから部活がなくなるというのは、子どもたちは本当にかわい

そうです。逆をいうと複数校で一つつくれば、顧問は何人かつくのですが、

ただ先ほど市長が言われたように、その移動手段とか、練習場所をどうするか

とか、例えば吹奏楽も、楽器をどう保管して、そして土日は別のところでやる

となるとどうするか。 

 

○教育委員（安川 薫） 

  運搬だけでトラックが出動しなければいけなくなるので、とても大変です。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  トラックだけではなく、調律等いろんなこと考えるとそんな簡単に移動も

できない。 

 

○教育委員（安川 薫） 

  運搬だけで数万という費用もかかってきます。 

 

○教育長（田村 敏和） 

あんまり慌て過ぎてもいけないけれども、今のうちにやはり課題はきちんと

把握しておかないと、急激に変わっていかれると、対応は上手くいかないとい

けないので。 
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○市長(山田 憲昭） 

安川委員が言うように、保護者は大事だと言えば言うほど、保護者にそれ

だけ負担がかかってきたら、これも大変です。 

 

○委員（安川 薫） 

各家庭で温度差はやはりあります。保護者が一丸となってというわけには

なかなかいかない現状はあります。けれども、一応組織化をしてあったこと

で、まだ運用のしやすい状態にはあったのかなというのがあります。これは

結局組織になった場合に主に活動するのが３年生の保護者というふうになって

くるので、今年の使命として、きちんとこの時期にはこういう準備が必要でと

いうことを、確実に引き継いでいける状態に作り上げなければいけないという

ことがあります。 

 

○教育長職務代理者（竹内 千恵子） 

今のお話をお聞きすると、例えばそういう恵まれたところは別に他のところ

と一緒にならなくても、自分たちのところでできますよという部、多分、人数

もいるし、楽器もわざわざ運搬しなくても今のままでできるんだという学校も

出てくるだろうし、やはり本当に、一律に全部をきちんと何かしようというの

は厳しいかなと思います。課題の一つです。それから、先ほど市長から指導者

の教え方という話がありましたが、これが文化部になると、書道や華道等は 

流派とかがあって、土日の流派と学校の流派が違うとか、またややこしい 

ことになる。だから学校の方はきちんと勉強を教える。あと放課後は、もう

１時間ほど何かやりたいことをして帰るぐらいにしておかないと、この部を 

土曜日曜と合わせてしようとすると、本当に大変なのではないかと私は思いま

す。学校は先生方が責任持てる範囲で、新しい部でやって、土日でしっかりと

やっていただくというほうがいいのではないかと思うのですけど、それだと

やはり、コンクールとか大会があると出られないのでしょうか。 

 

○市長(山田 憲昭） 

もう一つ小寺さんから、学校の先生は平日に教えて、土日は兼業にすれば 
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いいのではないかという話がありましたけれども、このようなことはありなの

ですか。 

 

○教育長（田村 敏和） 

今、それも議論には出ています。要は、土日は先生は勤務ではなくて、地域

スポーツ指導者として参加してもらう仕組みです。 

 

○市長(山田 憲昭） 

それだと働き方改革にならないのではないか。兼務で、また副業みたいな 

ことになるとややこしい話になる。 

 

○教育委員（小寺 正彦）  

私は、教員の負担軽減をどうしたらいいかと思いまして、ただ提案なのです

けれども、教員の負担軽減を目的にして、部活動の縮減を進めていく、そう 

いう言い方をしたら、保護者から猛反発が出ると思います。生徒の人格形成や

体力向上に寄与する活動であることから、これらの部活動のメリットをできるだ

け残したいと思った場合、新しい仕組みを取り入れて教員の負担軽減につなげ

ることを考えていかないと、だめなのではないかと思いました。そうした場合

はやはり、先生方には、平日だけというようなことがまず望ましいのではない

かなと思いまして、そのあとの土日は先生が教えるのもいいけれども、手当が

必要なのではないかと思っています。そしてまた、指導ができない先生につい

ては外部の指導者を教育委員会で雇い入れてさせるというようなことも必要で

はないかなと思い、土日は教職別というようなことで考えたらどうかと思いま

した。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  その兼業的なものを認めるかどうかということは、ものすごく大きなことと、

もう一つは社会的な流れとして、塾というものがもう都会では当たり前になっ

ていると。我々は塾ということは考えていないけれども、学校で教えること

と、塾で習うこととは両立しているんだという考え方が、それをこの地方に 
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置き換えたときに、地方もそれが成り立つのかということになるのではない

かという気がします。都市部はもう完全に塾が確立されて、そこへもう行く

ということになっているところではできるけれども、受け皿がないところに 

そう簡単にできるのか。そういうのは公立高校含めて、何とか子どもたちが

やってこられたのを、そんな感覚で言えば、もう塾、私立に任そうということ

になっているのではないか。 

 

○委員（北田 朋幸） 

  多分、高校も私立高校にみんな行きたがるのではないでしょうか。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  中学も私立の学校が出てくるぐらいだし、そこは受け皿として、私立とか、

そういうものができていかないと、この問題は解決しないのではないか。今 

地方でそんな簡単に私立がどんどんできるということにならないとすると、３

年でこんな受け皿はできないという気はします。かわいそうだが結構難しい 

問題です。 

 

○教育長職務代理者（竹内 千恵子） 

  ３年間で何とか形にしようというところが、厳しいですよね。期限が切られ

ているのは。だからそこは全国市長会でも、期限は決めないでくれとお願い

した方が良いのはないでしょうか。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  本当にこれは、各自治体ごとに出来るかといえば出来ない。与えられた職員

からしたら、できないかもしれないけれども、準備はしなければいけない。 

 

○教育長職務代理者（竹内 千恵子） 

  でも、中途半端なことをして、本当に子どもたちに不利益になったときに 

無駄になります。 

 



－18－ 

○教育長（田村 敏和） 

  やりだして、子どもたちに影響が出るようなことになったら、そこが一番怖

い。 

 

○教育長職務代理者（竹内 千恵子） 

  大学入試の英語に民間試験を採用すると言って、学校が準備をして、生徒に

英語の試験を受けるんだと言ったら、やりません。大学入試は、２次試験は 

やはり記述が大事だろう、記述の問題を取り入れますよと言って、いろんな

研修会をして準備をしたのに、ちょっと無理ですとなっているように、学校

現場に負荷がかかって、そして全く進まなかったという、それだけはないよう

に、もう少し時間をかけてでもいいので、きちんとそれぞれの市、町、県が

独自にできるものをやったらいいなと思います。 

 

○委員（北田 朋幸） 

  基本的に学校と教員と子どもたちの繋がりが大事なので、あまり断ち切られ

ても困るなと思います。 

 

○委員（小寺 正彦） 

  石川県でモデル校はどこなのですか。 

 

○学校指導課長（東海林 幸男） 

  能美市がやっていますし、文化部については、金沢の方で全面を引き受けて

やっています。あとはほんの一部です。 

 

○委員（小寺 正彦） 

  能美市がモデル校ですか。 

 

○学校指導課長（東海林 幸男） 

  能美市では、部活を絞り込んで、その部で集めてやっている。大きなところ

ではあまりやっていません。全国的にはいくつかあります。 
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○市長(山田 憲昭） 

  能美市のようにコンパクトなところは、比較的やりやすいでしょう。 

 

○教育長（田村 敏和） 

  文化部は金沢市がやっています。あと内灘町もしています。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  行政的に問題になるのは、子どもの移動体制というのをしっかりできるのか。

これを、行政の範疇の中でやれと言うのか、土日は保護者でやれと言うのか。

平日はいわゆる公立、市立の学校であるから、そこはちゃんとやるけれども、

土日は市としてはかまわないということになるのか、でもそんなわけにもいか

ない。 

 

○委員（北田 朋幸） 

大体クラブチームを見ていると、だれかの親が何人かを集めて連れていくと

いうのをよく見ます。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  いろいろな所へ行かなければならないし、でもそういったことで親がやって

やれないということになったらいけない。課題ばかりでましたが、とりあえず

いろんなことを議論しながら、関係部署とやっていかないと、なかなか方向性

は言われれば仕方がないかもしれないけれども、文科省が言うような形で地域

が動けるのか、そんな体制がとれるのかということです。ほかに何かありますか。

よろしいですか。 

 

○委員 

  はい。  

 

──────────────────────────────────── 
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◎協議事項 

○市長(山田 憲昭）  

では次に、協議事項（２）「公民館のコミュニティセンターへの移行に伴う社会 

教育の在り方について」であります。事務局より説明をお願いいたします。 

 

○生涯学習課長（北嶋 篤） 

  （資料にて説明） 

 

───────────────────────────────────── 

◎意見交換 

○市長(山田 憲昭） 

では２番目の課題につきまして、また安川委員さんからお願いします。 

 

○委員（安川 薫） 

  先ほどの部活動のことを考えたあとで、このテーマについてまた改めて考え

たということで、部活動のことがどうしても抜けなくて、関連してしまう内容

になるのですけれども、例えばこのコミュニティセンターに地域人材、いわゆ

る教室とか講座とかはすでにあると思いますが、その枠を増やすことで、そこ

に例えば部活動への入部を希望しなかった中学生の子どもたちが、気軽に参

加する。あるいはボランティア登録といったことを形態化して、地域の困りごと、

例えば冬の時期ですと、除雪をして欲しいという家庭も結構たくさんあると思

います。そういう時のお手伝いができるというふうに、部活動以外の選択肢が

増える場になるのかなということを想像しました。子どもだけではないです

けれども、特に思春期の子どもたちにとっては、おそらくボランティア活動

に参加するということが、自分が必要とされている存在なんだというような

自己有用感にも繋がります。世の中のニーズというのは日々変化しているので、

そんな中で大人になってからコミュニティの組織に入っていくのだけではなく、

若いうちから、社会教育を通して、地域に学び、地域の支えに自分がなるという、

ウィンウィンの環境を構築するということで、これからのまちづくりがスムー

ズに今後行われていくのではないかなと思いました。以上です。 



－21－ 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは小寺委員お願いします。 

 

○委員（小寺 正彦） 

  私は、地域コミュニティ組織、これはいいことだなとまず思いました。公民

館活動で今現在やっているのが、コロナで少し中止もありますけれども、運動

会とか文化祭とか、そして各種教育関係の講座、いろいろやっております。 

この事業については、公民館活動でもできますし、コミュニティ組織でもでき

ますけれども、一番思ったのは、どうしても福祉関係が今の公民館ではなかな

かできない。横の繋がり等においては、公民館関係と福祉関係は繋がりがほと

んどないし、何もやっていないということが多いと思います。子どもの見守

り、それから年配者の見守り、それらも含めてコミュニティ組織でできるよう

に持っていきたいと思った次第です。そしてもう一つは、生涯学習はたくさん

あるのですが、どうしても部屋の問題とか、または時間数の問題とかが、かぶ

ってしまって、全部できないということも多々あると聞いております。コミ

ュニティセンターになったら、それらの問題の調整ももっと上手くいくので

はないかと思ったわけでございますけれども、それらも含めて、また皆さんから

いろいろ情報を教えていただければと思いました。以上です。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは北田委員お願いします。 

 

○委員（北田 朋幸） 

  公民館とコミュニティセンターをこうして比べて、ほとんど変わらないのだ

ろうなという気がしていますが、コミュニティセンターにおいては、会長、 

センター長、センター職員がいて、これはまたややこしい話なのではないかと

思っています。建物のセンター長がいて、会長を別に住民から選ぶとすると、 

センター長が本当にいるのだろうか、また、会長がいなくても、センター長で

いいのではないか。方向性が違ってくると、大変もめやすいのではないかと 

思っています。コミュニティセンターでいいとは思うのですが、白山市がこれ
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だけ広いと、組織には様々な人間関係があるので、難しそうだなとは思います。

いずれにしてもこれはやっていくべきことですが、首長部局と教育委員会の 

両方で見るということが、本当はどちらか一つにまとめた方がいいような気が

します。まだ何かコミュニティセンターを完全に掴み切っていないです。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは竹内教育長職務代理者お願いします。 

 

○教育長職務代理者（竹内 千恵子） 

  私も少し勉強不足なのかもしれませんが、公民館は教育委員会にあるので、

社会教育的なものが中心なのだろうと。それからコミュニティセンターという

のは、教育に限定されない、レクレーション的なものとか、防災とか、そう 

いうものも含んだ大きな組織なのだろうなというような、ざっくりとしたとら

え方です。ただ先ほど説明があったところで、質問なのですが、公民館のコミ

ュニティセンターに移行後、生涯学習活動が縮小というのは、これはどういう

点で縮小されることが予想されるのですか。 

 

○生涯学習課長（北嶋 篤） 

  縮小というのは見た目というか感覚的なものだとは思うのですが、今、生涯

学習課の事業で、多くの市民の方に参加いただいているのは、間違いなく公民

館活動の中の社会教育ということになります。それが市長部局へいったとき

に、残った生涯学習、市全体のものは、少し薄くなってくるのかなという意味

で、縮小が懸念されると説明いたしました。だから、今現在の生涯学習の多く

を担ってくれているところが公民館ということです。 

 

○教育長職務代理者（竹内 千恵子） 

  そうすると、コミュニティセンターの中に、公民館の活動も入るということ

ですか。 
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○生涯学習課長（北嶋 篤） 

  連携はします。  

                  

○教育長職務代理者（竹内 千恵子） 

  連携はするけれども、それぞれ所管が違うので、難しくなるんですね。そう

するとどうなんでしょう、そのコミュニティセンターの中身がよくわからなく

て、公民館には館長さんと主事と事務員の方、基本的に３人がいらっしゃる。

コミュニティセンターはどんな形になるのかということが、ここには全く書い

ていないので、どういう布陣になるのでしょうか。 

 

○生涯学習課長（北嶋 篤） 

  簡単に言うと、コミュニティセンターもセンター長と職員です。結局、公民

館長と、公民館主事みたいな形をとります。そのほかに、コミュニティ組織と

いうものもありまして、そこに会長があったり副会長があったり、役員さんが

おられて、それが地域を運営していくという形です。センター長というのは、

事務局長も兼ねたような形で、組織に関わってくる。もう少し、いろいろな 

パターンがあると思いますが、例えば、防災部とか、環境部とかがある中で、

生涯学習部というのがあれば、そこが公民館の役割をなすという形でイメージ

してもらえばいいかなと思います。 

 

○教育長職務代理者（竹内 千恵子） 

  そういうたくさんのことを、どれぐらいの職員でできるのかなということも

あるし、かなりその地区によって、いろいろな公民館活動をしていますよね。

公民館が、防災のような訓練をしているところもあれば、娯楽的なスポーツを

やっていらっしゃるところとか、あるいは文化的な文化祭をやっていらっしゃ

る公民館とかがあって、なかなか一つになるのは難しいのではないでしょうか。

とにかく、縦割りにはならないで、きちんと一つのコミュニティセンターと 

して力を持って、市民、地域の方の福祉に役立てればいいかなと思います。 

文化的なものも、災害的なものも、あまり縦割りで寄せ集めにならないように

なったらいい。あと、今までやってきたところを生かして、公民館が防災中心
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にやってきたところが、防災をメインにするコミュニティセンターとか、何か

それぞれのところが特色があると、またこれが面白いかなということは少し思

っています。以上です。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  ありがとうございました。それでは教育長お願いします。 

 

○教育長（田村 敏和） 

  コミュニティセンターに関しては、いろいろなお考えやお気持ちもあるかな

と思います。我々教育委員会としては、いわゆる公民館がコミュニティセンタ

ーに変わるというか、拡充されるという考え方をしています。公民館の社会 

教育活動だけではなく、地域課題としてのいろいろなことも含めて、コミュニ

ティセンターとして、地域に根差した活動をしていただくということで、その

際に、教育委員会として今までの社会教育て担っていただいた公民館の活動を 

コミュニティセンター化された時にどう繋いでいけるのかというところで、私

は逆に、いろいろな活動が増えていって、社会教育のエリアも広くなるのでは

ないかなと思っています。先ほど安川委員が少しお話しされましたが、部活動

の地域移行に関しても、子どもたちが、いわゆる地域のコミュニティセンター

で行う社会教育という中に参加するということも出てくる可能性もあろうかな

ということを思っています。そういう意味で、コミュニティセンター化する 

ことで、公民館が拡充されていき、より活動の幅が広がっていって、子どもに 

とっても、地域住民にとっても、いろいろな学ぶ場や活動する場も増えるのだ

ろうなと思っています。白山市内は非常に広域ですので、活動がいろいろあろ

うかなと思います。ただ学校に関しては、やっている活動は、ほぼ同じように 

させていただいていますので、学校と地域のコミュニティとの連携ということ

も必要になってくるということで、コミュニティスクールのモデル校として 

美川小学校、そして蕪城小学校にやっていただいていますが、地域の美川公民

館をコミュニティ組織としての今モデルとしてやっていまして、今、その組織

の中に学校も入って、コミュニティセンターが動けるような形をとらせていた

だいています。そうやって、学校教育と社会教育というのをうまくつないで 
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いければということで、コミュニティセンター化することによって、逆により

一層、社会教育が広がっていっていいのかなということを思っています。以上

です。 

 

○市長(山田 憲昭） 

  この問題は、公民館活動を通じて、主としていろいろなことを提案しながら

やってきました。学校の先生、大学の先生の提案も含めていろいろなことを 

やってきたら、結果として、聞けば聞くほどわからなくなるというような状況

が出てきました。コミュニティ化そのものについては、先ほどから少し出て 

おりますように、公民館活動はどちらかというと、文化的な活動が多いという

ことで、この白山市の公民館活動というのは全国的にも優れているんですね。

これはもう文句はないのですが、今後は地域の課題というものに対して、みん

なで考えるようなことがあってもいいのではないか。防災活動というのは、 

今回８月４日の雨でも、自分たちが経験したことないということの中で、やは

り組織が必要だということがわかったと思います。まずは、２８の公民館が抱

えてやっていけばいいなと思うことの第一番は、防災の委員会を作って、しっ

かりみんなで支え合うということができていくことが、大事なのではないかと

いうことです。今、私も公民館を回っている最中ですけども、そこで地域問題

として取り上げ、そのことによって、福祉の問題である一人暮らしの人をどう

助けるのかとか、いろいろなこと等も含めて見えてくるものが出てくるだろう

と。それではその中で、公民館はどうするんだということになると、公民館の

機能は残します。公民館の機能は残しながら、今言われていますように、防災

組織というのは、今の公民館の中でも、もうどんどんやっている。それをもう

少し後押しをする形で、その組織をしっかり整えていくことによって、公民館

機能を残しながらコミュニティ化していく。そのことによって、社会教育の 

部分と、学校教育の部分とをうまく取り入れながらやっていく。そうなると、

大きく網羅した形ができ上がる。連携していくということからすると、地域の

あり方を、社会教育と学校教育というものをうまく合わせていけるように、 

組織としてまた再構築して、市長部局と教育委員会等が連携してやるような 

組織に変えていくべきではないか。そういうふうに理解していかないと、時代
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の変化、地域の課題をやはりみんなで考えていこうとするときには、幅広い 

分野からもできるような形にしておく必要があるのではないか。学校教育は 

絶対必要なのだから、これが必要だというような仕分けの中で、今後とも地域

の困りごとをみんなで考えていくような組織ができる。さらに、公民館は機能

としてしっかりやっているのだから、そこのいいものはちゃんと残していくと 

いう、まずはそういう形でやっていく。そして、防災というものをみんなで 

考えて、そのことによってみんながその防災の中で連携を取り合うというよう

な形が見えてくると、地域のいろんな課題に、これもいる、あれもいるという

ことが、出てくるのではないかという形なんです。ですから、ものが移行する

ときに、戸惑いもありますけども、公民館を否定するのではなくて、公民館 

機能は残しながら、地域の防災としてされている部分を、さらに範囲を広げて

活動できるようにした方がいいのではないのかというのは、今、２８の公民館

に行って話をしているところです。今後、このコミュニティの問題につきまし

ては、議会でも議論になっておりますけども、令和６年度にスタートしようと

いう話があります。ただし、２８の公民館全部一斉スタートにはこだわらない

と。実は、コロナもあったりして、説明やいろいろなものが進んでいないこと

もあるので、令和６年度の同時スタートにはこだわらないけれども、防災組織

ならみんなが必要とすることは見えているし、やろうという機運があります 

から、そんなことができれば、結果として同時スタートもできるのではないか、

併せていろいろな地域課題が、もっともっと進んでいるところはありますので、

それはそれとしてやってもらう。町のあり方とか、組織のあり方とか、報酬の

問題とか、いろいろな問題がありますけども、まずは地域の課題をどうできる

かということに応じて、今いる事務職員の皆さん方の職務が、これだけの人数

でいいのか悪いのか、そういうものは必ず出ると思います。その時にはどう増

やすのかとか、そういったことが見えてくるのではないかというふうには思っ

ています。形から入ると、非常に難しいもので、まずは、地域課題を解決する

ために、これだけのことが必要だということも、地域で考えてもらう。それを

考えるまず初めは、防災組織であるというふうにしながらしていけば、防災に

ついてはもう、まず自分たちのこととしてやってもらうということですから、

自分たちで進んで行っていただきたい。蛇足ですけども、今回も８月４日  
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にこれだけの災害がありました。１３の床上浸水があったりして、そのボラン

ティアも結構来ていただいたのですけれども、もう３日間くらいは、全然どこ

へ派遣していいか、何をしていいかわからないという状態なんです。やはり 

よく言われるように、災害が起きて３日間は地域を守らないとできないという、

それが今回も出たのですけれども、そういった組織を作りながら、３日間、 

みんなで地域を守りながら、行政、社会福祉協議会を通じたボランティアを 

派遣したり、そういったことに繋がりますから、３日間の大切さというものを、

もっともっと訴えていかなければならない。人的被害はなかったのですけれど

も、それはもう自分ごととして、これを教訓にして、防災組織をしっかりと 

強化する。自分たちのことは自分たちで守るという機運を盛り上げていただき

たいなというふうに思います。ですから、あまり難しく最終形を言うのでは 

なくて、まずはできること、自分たちの課題をやっていく中で、組織なり、人

的なものなり、いろんなものが見えてくるのではないか。その中で、組織と 

してどういうあり方がいいのか、これは令和６年のスタートまでには、結論を

出しながらやっていこうということになると思います。今まだ何も決まって 

いないというのは現実でありますし、そういった組織を作っていく中で、どんな

ことが思われるのか、そして何が必要だろうかということが出てくるんだと 

思いますけれども、これだけ地域の連携が希薄化していく中で、防災がキー 

ワードになっていけば、もっともっと地域の連帯感が出てくるのではないかと

思っておりまして、これは地域コミュニティのあり方も含めてですけれども、期待

をすることは大きいというふうには思います。そのことが、一人暮らしであっ

たり、子どもたちの部活だったり、みんなで考えるということになるのかもしれ

ない。くどいですけれども、組織のあり方の問題は、少なくとも令和６年の 

スタート時には明確にしていく必要がある。今４年ですから、今年来年で  

組織の在り方は決めていくということになると思います。これは法律ではない

から、どうしてもしなければいけないということではないのだけれども、せっ

かくこれだけ公民館活動が進んでいるのならば、もう一歩進めるだけの力が 

あるうちに進んでいく方がいい。遅れてしまうとできないので、やっている 

ときに前に進める方がいいのかなと思います。 
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今回は、これから先、どう進めていくかという二つの協議でありました。 

進行形で進んでいるわけでありますけれども、教育委員会の皆様方も、それ 

ぞれの立場でお話をしていただく中で、より良い姿が見えてくると思いますし、

文科省が言っているのでやらなければと思うけれども、どこまでできるかと 

いう問題はあります。ここは事務的内容としてのフォローができるための  

準備は怠りなくやっていただいて、以降については、子供たちの気持ちを考え

ながらやっていければ、あと、ハード、ソフト含めて何が必要なのかという 

ことを、よりわかりやすくやっていく中で、予算化できるものはしなければ 

ならないでしょうし、またそういったこともお願いしたいと思います。結論が 

出ない話が多かったのですが、二つとも重要な問題でありますので、ここは 

継続的にどう予算化し、体制を整えればいいのかを含めて、教育委員会だけで

はなく、議論していただければありがたいと思います。 

その他はありませんか。      本日はありがとうございました。 

 

○教育総務課長（米木 伸一） 

それでは皆さまどうもありがとうございました。本日協議いただきました 

議題につきましては、皆さまからのご意見を参考に検討していきたいと思い 

ます。これを持ちまして、令和４年度第１回白山市総合教育会議を終了いたし

ます。どうもありがとうございました。  

 

───────────────────────────────────── 

閉会 午前１１時２２分 


